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　奨学金制度の拡充を求める「第３ステージの取り
組み」の中で≪給付型奨学金制度の創設・拡充アピー
ル（政府・国会関係者への要請）への賛同募集≫では、
「全国：団体4,939、個人7,020、長崎：団体105、個
人201」の賛同をいただき、12月に文部科学省へ提出
され、2月28日には「奨学金制度の拡充を求める院内
集会」が与野党の国会議員（本人45名、代理40名）を
含む357名の参加で行われました。
　また、給付型奨学金制度を創設するための「独立
行政法人日本学生支援機構法改正案」国会審議が衆
議院で始まる中、３月17には文部科学委員会での参
考人質疑があり、中央労福協の花井事務局長をはじ
め4名が意見陳述を行いました。花井事務局長は、
法案および関連する奨学金制度の課題について要望
を行うとともに、アピール賛同や「当事者の声」を資
料配布し、この間の取り組みで寄せられた声を国会
に届けました。
　３月22日の衆議院文部科学委員会で日本学生支援
機構法改正法案が可決されました。３月の本会議で
衆議院通過後、参議院で審議される予定です。

　県労福協は２月23日（木）長崎市浜町アーケードに
おいて労金・全労済・連合長崎・同盟友愛の皆さん
の協力をいただき街宣チラシ配布を行いました。

　南部ブロック協議会（九州・沖縄）は2月14日、佐
賀市「ホテル　マリターレ創世」において2017年度定
期総会を開催しました。総会には役員・代議員等、

約64名が出席し、長崎県労福協からは代議員として
森会長、森田副会長、塩田幹事が出席しました。
　松尾幹事（長崎県労福協）の開会挨拶で始まり、議
長団には、佐賀県労福協から山田代議員（労金佐賀
県本部）、碓氷代議員（全労済佐賀県本部）を選出し
議事に入りました。南部労福協幹事会を代表して青
柳会長は、「この間の運動の成果として給付型奨学金
制度の導入が閣議決定されたが、対象者が限定的な
ものとなっており、引き続き制度の充実・拡充を求
めていく必要がある。取り巻く環境は厳しいが各県
労福協の協力をいただきたい」と挨拶しました。
　来賓挨拶では、中島武子氏（佐賀県産業労働部副
部長）、花井圭子氏（中央労福協事務局長）、高島喜
信氏（連合九州ブロック代表幹事）より祝辞と連帯の
挨拶を受けました。
　2016年度活動報告・決算報告並びに2017年度の活
動方針・予算等および役員選出案について江頭事務
局長より提起され、審議の結果全ての議案に対し、
原案通り満場一致で承認されました。
　2017年度からは、大分県労福協が南部労福協の事
務局となり、全ての議事が終了後、吐合幹事（大分
県労福協）の閉会挨拶で終了しました。

　定期総会終了後、佐賀新聞社専務取締役の富吉賢
太郎氏を招いて「社会を見つめて…思いやりとやさ
しさと」を演題に記念講演を受けました。

奨学金制度の拡充を求める
　　　～第３ステージの取り組み～
日本学生支援機構法改正法案が可決！

労福協　南部ブロック定期総会を開催
2017 年度の活動方針等を決定

2/23県労福協奨学金問題の街宣活動！
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▲南部労福協総会で挨拶する青柳会長

▲講演する　富岡賢太郎氏
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日　時：2017年2月4日（土）14時～17時
場　所：「ホテル　セントヒル長崎」
参加者：68名
内　容：講演・グループ討議
◆講演：「労働運動・労働者自主福祉運動の理念・
　　　　歴史・リーダー養成講座」
～労働金庫・全労済の誕生と労働組合の関わり方～
　講師：中央労福協アドバイザー　高橋　均氏
◆グループ討議：7グルーブ
　◎座長：Ａ 松永　浩平　（労金労組）
　　　　　Ｂ 城下　麗子　（労金労組）
　　　　　Ｃ 藤岳　梨津子（労金労組）
　　　　　Ｄ 野田　禎幸　（全労済労組）
　　　　　Ｅ 宮崎　浩介　（全労済労組）
　　　　　Ｆ 草場　美樹　（労金労組）
　　　　　Ｇ 小林　照尚　（労金労組）
★開催目的は、次世代を担う若年層を対象に「労働
運動・労働者自主福祉運動」の理念・歴史を学び
リーダー養成を目的に毎年開催しています。講演
の後、労金・全労済の若い職員がグループリーダー
を務めグループ討議を行いました。各グループと
も時間が不足するほどの熱心な討議・意見交換と
なりました。討議終了後、各グループの座長より
特徴的な意見・感想などを報告し、高橋講師のま
とめで終了しました。また、各グループ毎の交流
会を行うなど、アンケートでは全体的に「大変良
かった」・「是非他の組合員にも機会を作って欲し
い」「各地区開催の計画を」などと好評で、次回開
催の要望も多数あり有意義な研修となりました。

日時：2017年2月19日（日）11:00～
場所：長崎ラッキーボウル
　組合員相互の親睦・交流を図る目的で、県労福協
主催第7回ボウリング大会を開催。県下各地から、
63名の参加があり、昼食を取りながら成績表彰式を
行い最後に労金の森田本部長からの賞品提供による
じゃんけん大会では、大いに盛り上がりました。
　団体優勝　「ララコープあさみ」
　準 優 勝　西部ガス労組
　３　　位　全水道佐世保
　個人優勝　椎山　京介氏（西部ガス労組）
　準 優 勝　浦　あさみ氏（ララコープあさみ）
　３　　位　浦　　　清氏（ララコープあさみ）
でした。

次世代育成セミナー開催！！

第７回県労福協ボウリング大会開催

労働運動・労働者福祉運動の理念
　　　　歴史・リーダー養成講座開催！！

▲講師：高橋　均氏 ▲優勝・ハイスコア椎山京介氏（西部ガス労組）

▲グループ討議する参加者

▲優勝チーム（ララコープあさみ）
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　長崎地区労福協は、県労福協ボウリング大会の予
選を兼ね第７回大会を開催、25チーム・75名が優勝
をかけ熱戦を繰り広げました。
日　時：2017年２月３日（金）18：30～
場　所：長崎ラッキーボウル
結　果：優　勝　電機連合
　　　　準優勝　基幹労連（三菱重工長船支部）
　　　　３　位　全国ガス（西部ガス労組）

　佐世保地区労福協は、2017年２月22日（水）18時30
分より、労働福祉センターにおいて労金（松永職員）
全労済（堀江職員）を講師に招き「若年層セミナー」を
開催し66名の方に参加して頂きました。

　諫早地区労福協は、労働者の親睦と連帯を深める
ため、スポーツ大会（ソフトバレー）を2017年3月12
日（日）10時より諫早市中央体育館(内村アリーナ)で
開催しました。老若男女に関係なく9チーム70名近
く参加頂き、ひと時の楽しい時間を共有することが
出来ました。諫早地区労働者の親睦に役だったので
はないでしょうか。
結　果：優　勝　峯陽Ｂ(ＵＡゼンセン)
　　　　準優勝　諫早市労連Ｂ(自治労)
　　　　３　位　峯陽Ａ(ＵＡゼンセン)

　大東地区労福協は、県労福協大会の予選を兼ねて、
2017年２月５日（金）18時30分より大村Ｊボールにお
いて、15チーム47名の参加でボウリング大会を開催
しました。
結　果：優　勝　県教組大東支部
　　　　準優勝　東彼保健福祉組合
　　　　３　位　長崎交通労組
　上位2チームが２月19日の県労福協ボウリング大
会へ出場しました。

　北松地区労福協は、2017年２月８日（水）松浦市生
涯学習センターにおいて「50歳からの生活設計セミ
ナー」を８名の参加で開催しました。講師に労金・
全労済の職員を招き、内容は、定年前組合員とその
配偶者、組合三役を対象にした年金・税金等の学習
会でした。

　対馬地区労福協は、2017年２月25日（日）厳原体育
館において28名の参加でレクレーションとして≪フ
ロアカーリング大会≫を開催し、家族を含め楽しい
時間を過ごしました。

各 地 区 労 福 協 だ よ り

長崎地区労福協ボウリング大会開催

大村地区労福協ボウリング大会開催

北松地区労福協セミナー開催

対馬地区労福協レクレーション開催

佐世保地区労福協若年層セミナー開催

諫早地区労福協スポーツ大会開催

▲挨拶する菊永会長

ししした。た。



日時：2017年２月10日（金）
場所：ワイワイタウン（五島市）
　「五島地区労福協主催第７回ボウリング大会」が６
チーム18名の参加で開催しました。優勝は県教組五
島総支部チーム（鹿垣・平山・松岡）、個人優勝は男子・
県教組の鹿垣亨氏。
　優勝した県教組チームは２月19日（日）長崎で開催
された県労福協のボウリング大会に参加しました。

　２月25日（土）、天候に恵まれ絶好の釣り日和の中
19名の参加で磯釣り大会を実施しました。

クロの部　優勝：野原　博氏（五島市職）46.9cm1.6k
他魚の部　優勝：小柳和彦氏（県職）いか1.53k

　連合長崎では、毎年「アジア・アフリカ支援米」運
動を取り組みされ、今年後は、昨年県労福協が視察
しましたカンボジアにある「くっくま孤児院」に福祉
事業団体ほかのご協力により約1トンの支援米を３
月16日に送付いたしました。

　上五島地区労福協は、ろうきん五島支店と共催で、
青年・女性推進委員会イベント「ディスクドッヂ大
会」を２月12日（日）に行い、上五島地区の労働者71
人（うち子供28人）が参加。単組間交流のいい機会と
なりました。ディスクドッヂは大人・子供関係なく
楽しめ、ファインプレー・逆転劇など、会場を沸か
しました。
結　果：優勝　長崎県職員組合上五島支部Ａ

五島地区労福協
ボウリング大会・磯釣り大会開催

上五島地区労福協・九州労金五島支店共催
青年・女性委員会イベント開催

県労福協海外視察先
「くっくま孤児院」支援米！

第96回
労福協

１．九州ろうきんでは「フレシャーズキャンペーン
2017」を4月1日（土）～10月31日（火）ま で 実
施しています。対象のお取引（新規ご契約分）１
契約以上で「ツカエルさん○○○○○」が必ずも
らえます。○○○○○に入る５文字は何でしょう
か？ 
２. 全労済では2017年2月4日・5日・11日にか
けて、2017○○○○○○九州少年サッカー長
崎県大会を開催しました。○○○○○○に入る６
文字は何でしょうか？ (ヒント　５ページ)
◎答えはハガキかＦＡＸで〒住所・氏名・職場名
を明記し県労福協へ送付ください。
◎締切日は5月22日(月)(当日消印有効)
◎当選者10名の方に「お楽しみプレゼント？」
します。正解者多数の場合は抽選となります。
◎送り先　〒850-0031　長崎市桜町9-6
　　　　　長崎県労福協クイズ係　
　　　　　ＦＡＸ(095)811-6132
◎前月号当選者(敬称略)
　　小川　俊哉(長崎)　 　都留　　孝(大分)
　　松永　玲子(大村)　 　田口　直喜(大分)
　　山口　和代(諫早)　 　吉田　芳美(大村)
　　野口　裕子(大村)　 　三浦美都里(大村) 
　　山口　幸子(大村)　 　原　　毅郞(諫早)
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　2017年２月４日（土）・５日（日）、２月11日（土）にかけて2017全労済カップ九州少年サッカー
長崎県大会を開催しました。大会には長崎県内の各市町村から予選を勝ち抜いた32チームが出場
しました。関係者ならびに保護者の皆さま、地域の皆さまからの熱い応援をいただきありがとう
ございました。優勝・準優勝・３位は下記チームとなりました。そのうち優勝・準優勝の２チーム
は2017年３月11日（土）・12日（日）に宮崎県で開催の「第48回九州ジュニアサッカー大会」に長崎県
代表として出場しました。 
　全労済長崎県本部はこれからも長崎県・地域の子ども達の心身の育成に寄与する活動を行って
いきます。 
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